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2.鹿 児島 県屋久島 のヤ クスギ天然林 およひ三重 県尾鷲 のオ ワセスギ天然 林

か らの育種 材料 の しゆ う集 につい て

宮崎安貞 ・柳池一馬 ・長沢久視

ヤクス ギは、 暖帯系ス ギの最大の根源地で あ り、 現存する唯一の遺伝子の宝庫で ある(佐 藤、

井上、1961)と い われて いる・ ヤクス ギ天然林 はいろいろな形態 をもつた混系群 でたいへ

ん変 異の魑 の広 いもの であ9、 と くに九州在来品種 のなか には、 ヤクス ギとの深 い関係が うか

が われる ものが少 な くなhよ うである。粕屋演習林林木育種試験地 では、 昭和46年 度文部省

科学研究 費の綜合研究A.岐 阜大学有 田斑の分担研究 の一環 として、 表題の ヤクス ギ、 オ ワセ

ス ギの他 アキタスギ天然林 か らそれぞれ材料の しゆ う集 を行 なつた。 この うちアキ タス ギは全



く発根個体が残 らなかつたので前2者 につ いてさ し木増殖 の成 績 を述 べる こと とす る。

ヤクス ギ

昭和46年10月 下 旬に下屋久営林署85林 班 の小花 山付近 に試験地 を設定 して、 うち80

個 体 か ら力枝付近 の枝 を採取 し、 これ を九 大に運ん でさ し穂計1,857本 を さ し付け た。 この

うち58個 体分464本 が 発根 した。 ヤクスギは一般 に発根 しに くい といわれて いるが、 高樹

令がそ の一因 と考 え られる。 この実験 では全体 と して約250%の 発 根率 を示 したが、個体 に

よつて発根 しやす い もの としに くい もの とが ある ことが判つた。 とくに胸高直径950nの1個

体は、 さ し付け た36本 中50本 が 発根 したが、 この ことは注 目に値 しよ う。最 も大 きなヤ.ク

ス ギでは胸高直径12gemの ものか ら発根個体4本 が得 られて いる。

オ ワセスギ

ー方
、三重県 の尾鷲地方 のオ ワセスギ天然林 では、 昭和46年11月8～14日 に 尾鷲営林

署108林 班 に調査地 を設けて50個 体 か ら力枝 を採取 し、11月16～17日 に穂作9さ し

付けた。 さ し付本数 は874本 で あつ た。 この うち24個 体分138本 が 発根 した。発根率 は

約16%で あ る。 両天然林 か ら得 られた発根個体は表1に 示す通Dで ある。



3.ダ イ ア レル 。クロ ス に よ る ヒノ キ 、ロー ソ ン ヒ ノ キ、 ア ラ ス カ ヒ ノ キ の

種 内 お よ び 種 問 交 雑 に 関 す る研 究

宮島 寛 ・宮崎安貞 ・田島正啓

この研 究は、ヒ ノキ属の5樹 種す なわ ち ヒノキ、xx一 ソンヒノキ,、ア ラス カヒノキについて

種内 ・衝間交雑に関連する諸問題を究明するために 謹97裳 年5馬 から始めたものである。始

めたばか9で どのように研究を展開するかまだ流動的に考えている点 も少な くkい が《 ここで

はその経過を報告する。

母 樹

交配に 用いたヒ ノキは、1964年4月 に粕屋演習林林 木育種 試験地構 内に集植 された ヒノ

キの精英樹つ ぎ木 ク ロー ンである。ク ローン数は28で 、1ク ロー ン当g4～16本 を 試験 用


